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高速道路一号線 (首都高速道路公団 )の ′′7工 区において、二径間ラーメン橋脚にブレス トレスを導入した

ので、その結果の概要をのべる。

a・ 設   計

橋FOは、′∫I`∫ 0ず つの二径間、固定ラーメンとして設計された。箱桁寸決及び板厚が制限されたために

中柱隅角部で断面が不足し、シヤーラーグを考慮して三枚ウエプを採用した外柱隅角部では、中柱に比べて断面

が余るという結果になつた。ここで、中柱をジヤツキダウンすることによつて、死活荷重とは逆向きのモーメン

トを与え、中柱隅角部のモーメントの一部を外柱隅角部に移す工法が採用されることになつた。

b・ 導入方法

ブレス トレス導入の工法は、次の順序によるo

′三本脚、ヒンデの状態に組立てる。

2中 柱のジヤツキアツプにより、中柱の高さを調節する。

こ両外柱の根巻きコンタリー トを打設する。

4コ ンタリー トの硬化をまつて、中柱のパツキングをは

ずす。 (自重によるプレス トレス )

ょ中柱を下方に引き下げる。 (導入プレス トレス )

プレス トレス導入装置は、図 ′CC示すような手動ジヤツキ

とエラスチツクループによつて行つた。

ジヤツキによる導入量は ′『t6n モ ーメントの移動量合計

は、中柱隅角部で′子t。■ 外柱隅角部で-99 toゴ である。

又中柱撓み合計は ′9“ 。 (いずれも計算値 )

o。載荷実験

プレス トレス導入後、図ヨのように、′よOton四 連ジヤ

ツキと、∫θ“ ワイヤーロープとtCよつて、各スバンの中央

部に、ほぼ ′θ Otoュずつ載荷し、ワイヤース トレイングー

ジによる歪測定を行つた。

(図 ―′)プ レス トレス導入装置
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d。測定結果

′ブレストレス導入は、エラスチツタループにより、導入量を測定し、中柱の携みおよび、各測点のワイヤース

トレイングージICよつてチエツクした。

2ブ レス トレス導入、載荷実験共、計算値と実測定とは、梁部においてよく‐致したのであるが、柱部分では、

断面構造、ゲージの不備等のために乱れている。 (図 J、 `)

ュ携みに関しては、自重によるものが計算値より大 き̀ くなつたが、プレス トレスによるものでは計算値とよく―

致 している。

●・関連事項

′この測定では変断面を考慮してモーメントを求めたが、略算によるものとの誤差は′“以内である。

2又 完全固定の場合と、完全ヒンデの場合とで各隅角部におけるモーメン トの差は子%以 内である。

こ固定度については独立基礎を採用しているので問題になつたが、 こ の荷重状態では、面内の荷重に対 しては

問題はない。
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(図 3)載 荷々重によるモーメン ト
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